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体重・BMI・食欲 VAS（Visual Analogue scale）および胃排出能を禁煙治療
開始前，治療終了 1週間後と 9週間後に測定した．  
 
結   果 
Tmax は非喫煙者(0.89 ± 0.1 h)と比較し喫煙者(0.94 ± 0.3 h, P = 0.014) 
で有意に低値であった．喫煙者のうち禁煙達成したものは 22 人であった． 
体重変化は禁煙治療終了 1、9週間後にそれぞれ 1.8 ± 2.0 Kg、0.7 ± 1.2 




± 0.32 h 禁煙治療終了 1週間後；0.72 ± 0.64 h, P = 0.003)．T1/2 もまた
短縮傾向にあったが，有意差は認められなかった．βは著明に減少したが(禁
煙前；2.46 ± 0.40 禁煙治療終了 1週間後；2.17 ± 0.58, P = 0.022)，κに









因性 NO が関与していること，そして喫煙者は内因性 NO が低下していることが
知られているが禁煙後に内因性 NO が正常値まで戻るため消化管神経伝達系が
改善され幽門筋弛緩などが引きこされることなどが理由として考えられた． 
 また機能性胃腸症患者において消化管運動が低下していることが広く知ら
れているが，機能性胃腸症患者の中で喫煙者においては禁煙することで消化管
運動が亢進し治療に結びつくことも考えられた． 
 さらに，禁煙治療終了 1週間後に胃排出能が一時的に更新した同時期に有意に食欲
および体重が増加した．このことは喫煙にて抑制されていた胃排出能が禁煙により亢
進し，食欲および体重の増加に関連している可能性が示唆された． 
